
平成２４年度全国学力・学習状況調査について

平成２４年８月１７日 大仙市教育委員会

教科に関する調査結果

〔留意点〕

・抽出調査であり、平均正答率は誤差も含めた数値の幅（推計値の９５％の信頼区間〔棒グラフ上部

「

Ｈ

」〕）を踏まえる必要があるとの国の分析方法に準じ、市としての分析を行った。

○小・中学校共に全ての教科において、全国及び本県の平均正答率を上回っており、良好な状況に

ある。

概 観

○全国及び本県との比較における本市の状況は、教科に関する調査及び生活習慣・学習環境に関す
る質問紙調査のいずれの結果も、小・中学校共に良好な状況にあるととらえている。

○〔小学校６年生〕各学校において、基礎学力の定着を図るとともに、活用に関わる授業改善を進
めてきた成果とらえている。また、記述式問題での無解答率も低い。
〔中学校３年生〕小学校で身に付けた力が、中学校においても伸ばされるよう、各学校が学習指
導における小中連携に取り組んできた成果の一端ととらえている。また、記述式問題での無解答
率も低い。

○これは、本市の児童生徒が望ましい生活の中で学習に取り組んでいる結果であるとともに、家庭
や地域が好ましい関わりをもって児童生徒の成長を支え、併せて学校の方針等に建設的に協力し
てくださったおかげであると感謝している。

○市教育委員会としては、国語における「書く力」、算数・数学における「数学的に説明する力」
理科における「根拠を基に説明する力」が市や全国の課題であることを踏まえ、改善のためのフ
ォローアップシートや指導方法改善に生かす資料等を提示したい。さらに、教育施策の見直しを
図るなどして、引き続き各学校の取組の支援に力を注ぎたいと考えている。
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生活習慣・学習環境に関する質問紙調査結果 （肯定的な回答状況の主な特徴）

○夢や目標、規範意識や思いやりなどの道徳性に関わる質問項目は、小・中学生共に概ね良好な状
況にあり、交流・連携を基盤とした体験活動を通して、豊かな心が育まれている成果ととらえて
いる。

○家庭学習については、「自主学習」や「宿題」の実施状況、「１時間以上の勉強時間」が、全国や
本県の平均を上回っており、「一人勉強」等の継続した取組の成果ととらえている。

○「家の手伝い」「家や図書館での読書時間」は小中共に、「授業以外での図書館利用」「読書が好
きだ」については小学生について、引き続き家庭や地域等との連携を密にして取り組む必要があ
る。

○中学３年生（平成２１年度小学６年生）の変容については、読書、規範意識や思いやりなどの面
で向上が認められる。また、「授業で発表する機会が与えられている」が伸びており、授業改善
による成果ととらえている。

小学校 中学校

（％）

朝食を毎日食べている

テレビゲームの時間(月～金曜日、１日１時間以内、しない)

携帯電話で通話・メール(していない、持っていない)

家の人と学校の出来事を話す

家の手伝いをする

家で自分で計画を立てて勉強している

家で学校の宿題をしている

家で学校の授業の予習をしている

家で学校の授業の復習をしている

学校の授業以外の勉強時間(月～金曜日、１日当たり１時間以上)

ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある 

自分には，よいところがある

将来の夢や目標を持っている

学校のきまりを守っている（中は規則）

友達との約束を守っている

人の気持ちが分かる人間になりたい

いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う

人の役に立つ人間になりたい

家や図書館での読書時間(月～金曜日、１日当たり１時間以上)

授業以外での図書館の利用(月に１～３回以上)

読書は好きだ

新聞やテレビのニュースなどに関心がある

今住んでいる地域の行事に参加している
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質　問　内　容
（当てはまる、どちらかといえば当てはまる）
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○中学３年生が向上している主な項目（平成２１年度小学６年生との比較）
質　問　内　容

（当てはまる、どちらかといえば当てはまる等）
H24 中3は抽出校

自分には，よいところがある

家の人と学校での出来事について話をしている

家で，学校の授業の復習をしている

新聞やテレビのニュースなどに関心がある

学校の規則を守っている

友達との約束を守っている

近所の人に会ったときは，あいさつをしている

人の気持ちが分かる人間になりたい

人の役に立つ人間になりたい

授業で自分の考えを発表する機会が与えられている

読書は好きだ

国語の記述式問題で最後まで解答を書こうと努力した
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学校質問紙調査結果 （肯定的な回答状況の主な特徴）

○学習指導については、児童生徒主体の学習展開、補充的な指導、全国学力・学習状況調査を活用

した指導等に関して、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く、概ね

良好な状況にあるととらえている。また、肯定的な回答が１００％となっている。

○生き方にかかわる指導、読書指導、研修等に関しても小・中学校共に全国及び本県平均を上回っ

ている質問項目が多く、学校の積極的な取組姿勢が伺える。特に、研修に関しては肯定的な回答

が１００％となっている。

○「地域人材の授業への活用」「ＰＴＡや地域の方の学校でのボランティア」「ホームページの更新」

に関しては、小学校は全国及び本県平均を上回っているが、中学校では本県平均を下回っており、

取り組みに差が見られる。

○資料の調べ方や活用に関する指導については、引き続き改善に向けて努力する必要がある。

□学校質問紙（主な項目の全国、本県との比較）

平成２４年度 全国学力・学習状況調査 実施状況

１ 実施目的 児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握
２ 実施学年 小学校６年生、中学校３年生
３ 実施教科 国語、算数・数学、理科
４ 調査内容 ①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

Ａ：「知識」など基礎学力に関する問題
Ｂ：思考力など「活用」に関する問題

②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査
・児童生徒に対する調査
・学校に対する調査

５ 実施期日 平成２４年４月１７日（火）
６ 調査対象 ○抽出調査対象校 全国(国公私立小学校) 5,231校(抽出率24,8％）

秋田県公立小学校 97校(抽出率41.3％）
全国(国公私立中学校) 4,478校(抽出率41.5％）
秋田県公立中学校 68校(抽出率54.8％）

○希望利用校 全国(国公私立小学校） 11,963校(希望利用対象校の75.5％）
秋田県公立小学校 138校(希望利用対象校の100.0％）
全国(国公私立中学校） 4,196校(希望利用対象校の66.5％）
秋田県公立中学校 56校（希望利用対象校の100.0％）

小学校 中学校

児童生徒の考えを引き出し、思考を深める発問や指導 小中

児童生徒の発言や活動の時間を確保した授業を実施 小中

放課後を利用した補充的な学習サポートを実施 小中

本やインターネットなどを使った資料の調べ方の指導

資料を使って発表ができるよう指導

独自の調査等の結果を利用し、具体的な教育指導の改善 小中

将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導 　中

博物館や科学館、図書館を利用した授業の実施 　中

地域の人材を外部講師として招聘した授業を実施

ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動にボランティアとして参加 小　

学校のホームページを(月１回以上)更新し情報提供 小　

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を実施 小中

他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加 小中

質　問　内　容
（よく行った、どちらかといえば行った）

100％
回答
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